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１ 会議の名称  岐阜県立大垣商業高等学校 学校評議員会（令和元年度 第１回） 

 

２ 会議の構成  委   員  井爪 孝    開発町自治会 会長 

                髙木 等    公益財団法人ソフトピアジャパンセンター 事務局長 

                東 多恵子   株式会社ＫＯＨＯプラスワン 代表 

                高橋 信一   岐阜協立大学 経営学部長 

                二神 佐代子  大垣商業高等学校 ＰＴＡ副会長 

 

         学 校 側  山田 雄治   校長 

                炭竃 由彦   副校長 

                加藤 好    事務部長 

                桑原 聡    教頭 

                相川 長徳   教頭 

                豊吉 利之   教務部長 

                井村 仁美   教務部長（定時制） 

                有賀 竜也   生徒指導部長 

                川瀬 ちさ紀  進路指導部長 

               （土屋 貴義） （後半・進路指導部長代理出席） 

                宮崎 貢    特別活動部長 

                河合 龍憲   専門教育推進部長 

 

３ 会議の目的  学校運営及び教育活動などに関して地域社会及び保護者、その他に情報を発信し、それに基    

づく要望などを幅広く聴聞し、特色ある学校づくりを推進する。 

 

４ 会議の開催  令和元年６月１９日（水） 13:00 - 15:00 大垣商業高等学校 校長室等 

         委員５名、学校側１２人が出席 

 

５ 会議の概要 

（１）学校評議員の委嘱 

（２）学校長挨拶 

・昨年度の教育活動を通して、基礎学力の定着、読解力の向上、高度な資格の取得、という３つを今

年度の学校課題とした。これらの課題に対して、１０分間の朝読書（朝学習）の実施、小論文を授

業時間内で実施、日商簿記改革プロジェクトの施行などを具体策として、本校の価値をさらに高め

るための改革を行っている。 

・生徒が地域資源を活用し、社会と関わる経験を通して、自分の住んでいる地域の良さを発見できた

り、将来地域に貢献できる資質能力を身に付けられるよう、教育目標の中に「地域社会人の育成」

を新たに盛り込んだ。 



・学校評議員の皆さまには、学校の外からの視点で忌憚のないご意見をいただきたい。 

（３）校内施設および授業視察 

（４）意見交換 

     委員１：明るい感じの授業風景だった。こういう環境で学習をすれば学習意欲も湧くと思われる。 

     委員２：世の中には様々な職場があるが、毎日出てくるのが楽しくなるような職場や学校が良い環境

だと考える。 

     委員３：校内では生徒が挨拶をしてくれてキラキラ輝いている。授業内容もドキドキワクワクするよ

うな良い授業だと感じた。こうしたことは、地域の方にも知ってもらいたい。 

     委員４：実践的な教育となるよう工夫がされている。生徒も楽しそうに学んでおり知的な探求心が伸

びていくとよい。タブレット端末などの活用も今後重要になるのではないか？ 

     学校側：今年度は、１教室に数台のタブレットが入るが十分な展開をするには数が少ないと考えてい

る。今後、この点については模索をしていきたい。 

     委員５：Wi-Fi環境は整っているのか？ 

     学校側：Wi-Fi環境は整っている。 

     委員４：今後は、それをどう生かしていくかを検討していただきたい。 

     委員５：ホームページ作成の授業が印象的でした。自分の伝えたいことをホームページで発信してい

く力を早くから身に付けることは今後の社会で役立つと思う。 

     委員１：最近交通事故のニュースを耳にするので、交通ルールを徹底してもらいたい。特に自転車の

左側通行をきちんと守らせて欲しい。 

     委員４：今朝も両耳にイヤホンをして自転車に乗っている大学生を見ており同感する。 

     学校側：ＭＳリーダーズで月１回生徒の登下校の様子を見ている。それが交通ルールを守る意識作り

に繋がることを狙いとしている。 

     委員３：資格取得の取組状況について教えて欲しい。 

     学校側：１年生から資格取得に取組んでいるが、外部から評価されるような資格の多くは２年生の後

半からの受験となる。簿記等の検定前には放課後も補習を行っている。今後の結果に期待を

していただきたい。 

     司 会：部活動の成績についてはどうか？ 

     学校側：運動系では、高校総体が終わり体操部・弓道部・なぎなた部の全国大会への出場が決まった。

文化系では、ワープロ部・コンピュータ部・簿記部が全国大会への出場を決めている。その

他の部活も夏の全国大会に向けて頑張っている。ＩＴリサーチ部は昨年度、全国大会準優勝

をしている。 

     司 会：進路についてはどうか？ 

     学校側：昨年度、進学についてはやや振るわなかったが、今年度は対策を進め準備している。来年度

からは新入試制度がスタートし、英語も４技能が問われる問題が出題されるので、それにつ

いても対策を進めている。就職については、企業から本校卒業生について良い評判をいただ

くことが多いが、求人については特に事務職に陰りが出てきていることを懸念している。今

年度から１クラス減となっているが、就職希望者数は例年並みである。 

 

６ 会議のまとめ 

参考になるご意見をいただき本当に感謝している。今後とも本校の生徒を見守っていただき

引き続きご助言をお願いした。 

 

 


